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　大阪・関西万博（2025 年）は、日本にとって
1970 年の大阪万博以来、55年ぶりとなる大阪での
国際博覧会である。本講演では、元大阪府知事・元
大阪市長の松井一郎氏が、大阪万博誘致の背景、開
催の意義、そして万博後の都市戦略について語った。
万博は単なるイベントではなく、都市の将来を形づ
くる国家的プロジェクトであるという視点から、大
阪が世界に示そうとしている未来社会の姿が紹介さ
れた。

万博構想の出発点
　大阪で再び万博を開催しようという構想は、2013
年頃、大阪の都市力低下への危機感から生まれた。
企業の本社機能や人材が東京へ流出し、経済の中心
が東京へ集中する状況の中で、大阪の存在感を世界
に示す象徴的なプロジェクトが必要であった。
　1970 年大阪万博は約 6400 万人を集め、日本の高
度経済成長を象徴する歴史的イベントとなった。そ
の成功体験を踏まえ、再び大阪から世界に未来社会
のビジョンを発信する場として万博が検討されるよ
うになった。

「いのち輝く未来社会」の提案
　2025 年大阪・関西万博のテーマは「いのち輝く
未来社会のデザイン」である。これは単なる技術展
示ではなく、人類が直面する課題に対する解決策を
提示することを目的としている。特に日本が先行し
て経験している超高齢社会は、今後多くの国が直面
する課題である。医療や健康、都市生活、環境問題
などの分野において、新しい社会モデルを提示する
ことで、世界に未来の方向性を示すことが万博の役
割とされている。

誘致の舞台裏
　万博誘致は決して容易な道のりではなかった。大
阪都構想の住民投票など政治状況が揺れる中でも、
大阪の未来を切り開くプロジェクトとして誘致活動
が続けられた。
　政府、自治体、民間企業が連携して国際博覧会機
構（BIE）への働きかけを行い、2018 年、大阪は
正式に 2025 年万博の開催地として選ばれた。この
決定は大阪のみならず、日本全体の国際的プレゼン
スを高める出来事となった。

万博後を見据えた都市戦略
　万博の開催地となる夢洲は、大阪湾岸に位置する
人工島である。松井氏は、万博を一過性のイベント
に終わらせないためには、その後の都市開発が重要
であると強調した。夢洲では IR（統合型リゾート）
や国際的な観光・ビジネス拠点の整備が計画されて
おり、大阪ベイエリア全体を新しい産業と観光の拠
点として発展させる構想が進められている。万博は
その都市再生の起点となるプロジェクトなのである。

まとめ
　大阪・関西万博は、単なる国際イベントではなく、
大阪の未来を形づくる都市戦略の中核に位置付けら
れている。万博を通じて世界の企業や研究者、人材
が集まり、新しい産業や技術が生まれることで、大
阪は再び世界とつながる都市として発展していくこ
とが期待されている。
　松井氏は、万博を契機に大阪が持続的に成長する
都市となり、日本全体の発展にも貢献することへの
強い期待を示した。
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■大阪・関西万博の誘致
　テーマは、大阪・関西万博の軌跡と未来への継承
ということなんですけれど、万博につきましては最
初に万博をやろうじゃないかと発案をされたのは、
今は亡き堺屋太一先生であります。2013 年のこと
でした。私が知事で橋下さんが市長で、堺屋先生は
大阪府、大阪市の特別顧問を務めていただいており
まして、当時の大阪というのは非常に厳しい環境で
ありました。どんどんどんどん大阪が衰退している、
企業が大阪から東京へ出ていく、雇用が東京で生ま
れますから、人も東京へ行く、大阪で税収が伸びな
い、税収が伸びないということは財源がありません
から大阪府民、市民の皆さんへの行政サービスも抑
えざるを得ない。その原因というのがやっぱり大阪
府市の不幸せと言われた二重行政に大きな原因があ
るんじゃないか、それを何とか見直していきましょ
うよと言うことで、橋下さんと大阪の行政制度を見
直すという形にチャレンジをしておりました。ご存

じのように、堺屋先生は大阪出身ですから、大阪の
ことは非常に愛されていますし、当時の大阪の現状
を憂いておられていました。堺屋先生にお誘いいた
だいて、私と橋下さんと一緒にお寿司を堺屋先生に
ごちそうになりました。もちろんお酒も入ります。
当時、堺屋先生は元気でお酒も進んでおりました。
そういう時に堺屋先生から大阪をもう一度元気にす
る。大阪に人が集まってくるような仕掛けづくり、
それは松井さん橋下さん、万博もう一回やろうよと
いう話になったんです。皆さんご存じのように
1970 年万博の仕掛け人が堺屋太一先生であります。
1970 年私が小学校の 1年生でした。上海で万博を
やるまでは、これまで行われた世界中の万博の中で
一番来場者が多かったのが 1970 年大阪万博であり
ます。6,400 万人の来場者が訪れ大変賑わいました。
その万博の成功事例がある中で、万博っていうのは
求心力があるんだよと。だからもう一度大阪で万博
をやって、世界に大阪の技術力だとか大阪のホスピ
タリティだとか、そういうものを世界に発信しては
どうかと堺屋先生の提案でありました。それが
2013 年であります。2013 年当時堺屋先生から急に
会食の場でそういう提案をされたもんですから、私
も橋下さんもどちらかというと懐疑的な部分もあり
ました。何かというと 1970 年の万博の頃っていう
のは、皆さんが今ポケットに入っている携帯電話が
普及しているような状況ではありません。1970 年
万博においてワイヤレスホンというのが出てまいり
まして、それが進化をして、今の携帯電話につなが
っていっているわけです。だから当時の通信手段と
いうのは、家にある黒い電話、ビジネスホンという
のも有線の電話でありました。一般社会においては
今の時代、ポケットに携帯が入っていて、その携帯
で様々な情報が瞬時に手に取って分かる。映像も非
常にきれい。そういう時代ですから 2025 年におい
て様々な体験をしてもらう。そして各国の文化やそ
ういうサービスをするために、本当にリアルな形で
人が集まるのかなというのが私も不安と言いますか
懐疑的な部分もあったんです。その時に堺屋先生が
おっしゃったのは、1970 年万博というのは人類の
進歩と調和、そして国威発揚型、そして展示型の万
博でした。堺屋先生が言うのは、同じことをやれっ
て言ってるんじゃないんだよと言うことなんです。
今の時代にあった形の万博をつくろうよと。だから
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今回の万博は大勢の皆さんに体験をしていただく、
そして世界の課題を解決する、そのための技術とサ
ービスを来場者に体験してもらって、世界に発信を
していく。そこでできたものっていうのは、世界中
からニーズの高い商品として選ばれることになる。
だから新しいそういう商品を作っていく万博にしよ
うと。1970 年というのは国威発揚型、戦後 25年の
頃でした。そして規格大量生産をする力があるとい
うのを世界に知っていただくというのが 1970 年万
博。当時は世界の課題を解決するんじゃなくて、日
本の技術を高度経済成長に合わせてお見せする、そ
ういう万博。今回の 2025 年万博は、課題に正面か
ら挑戦をして、解決法を世界の皆さんに知っていた
だく、そういう万博にするんだよと言うような話で
ありました。私が 2013 年その話を聞きまして、そ
の後の万博っていうのは 2015 年ミラノの万博があ
ったんです。私もどうしても本当にリアルにそれだ
け賑わうかどうか一度直近の万博を見るべきだなと
思いました。この 2015 年ミラノ万博、ミラノって
いうのは大阪市と姉妹都市なんです。そして 2015
年大阪市はミラノ万博に出展をしておりました。当
時の市長は橋下徹さんです。本来は、このミラノ万
博に招待されるのは橋下市長なんです。私は大阪府
知事でしたから。ところが 2015 年 5 月 17 日、大
阪都構想の一度目の住民投票をやらせていただいて、
そこで僅差ですけど否決、廃案となりました。橋下
さんの性格ですからその時点で彼は市長を辞めると
言うことを発表していました。今は議会との関係も
前向きでそんなに対決モードになっておりませんで
したけど、当時は我々と自民党、公明党、共産党、
既存政党の皆さんと議会の中でも非常に対立が激し
かった。それで橋下さんが辞めるという市長がミラ
ノに万博に行くとなると、議会から卒業旅行だと批
判をされるから、橋下さんは行かないって言うんで
す。だから私は一度見てきた方が良いと、万博にも
しこれからチャレンジするんなら見るべきだよって
言ってたんですけど、いや辞めると言ってる市長が
行くと卒業旅行と言われるから松井さん代わりに行
ってよって言われまして。あの時から府市一体でや
ってましたから私は辞めるって言ってなかったんで、
2015 年負けても、じゃあ代わりに行こうかと言う
ことで、私が大阪府知事として、市長の代わりにミ
ラノの万博視察に伺いました。堺屋先生が言うよう

に、やっぱり万博は求心力があるなとミラノでそれ
を感じました。そして、直接ミラノで見て、じゃあ
大阪でもう一度手を挙げようかなと判断をしたわけ
です。その後 2015 年の 12 月、お亡くなりになっ
た安倍総理、菅官房長官と毎年忘年会をやってたん
です。2015 年は橋下さんが辞めると言う事で、橋
下さんの送別会も兼ねてやろうじゃないかとなりま
して、2015 年の 12 月 23 日でしたか、東京で 4人
で忘年会兼橋下さん送別会をやって、私はミラノ視
察した後ですから、よし万博チャレンジしようと。
でも万博っていうのは国が手を上げないとチャレン
ジできないんです。オリンピックは都市が手を上げ
れば出来るんです。都市のレベルも市町村レベルじ
ゃないとオリンピックに手をあげれないんです。市
町村レベルですが都はあげてるんです。東京都は市
町村の位置付けもあるんです。大阪府はオリンピッ
クには手を挙げてないんです。これはオリンピック
の委員会の規定でそうなっております。だから、日
本の中で大都市の中で手を上げれるのは東京都。大
阪が手を挙げようとすると大阪市で手を挙げなけれ
ばならないんです。大阪市の力と東京都の力の差っ
ていうのはもう歴然。東京都は 1,400 万人、当時で
も 1,300 万人ですからね。その人口がみんなで集ま
って、東京のGDPを稼ぎ上げてるんです。大阪市
だと 270 万で競争しなければならない。それは競
争になりませんよ。これは政局の話じゃないんです
けど、我々が目指してきた大阪都構想っていうのは
そういうことなんです。世界の成長してる都市って
いうのは、大体 1,000 万のエリアの住民人口におい
て、そのエリアの経済を支えていってる、GDPを
生み出しているんです。ニューヨークシティも
1,000 万人でニューヨークがあるんです。上海は
2,000 万人で上海を盛り上げていってるんです。だ
から東京一極集中を是正する、二極に是正していこ
うと思うと、1,400 万に対して大阪市 275 万では勝
負にならないでしょうというのが我々の考えで、だ
から 880 万全部まとめて都にしようと。それなら
まだ勝負できるんじゃないのということを私と橋下
さんが 2011 年からやってきているわけです。これ
別に選挙というか、政局の話じゃないですよ。そう
いう力をつけるための一つのツール、これは万博だ
よねということで、堺屋先生の提案を受けて、万博
誘致にスタートしました。
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　万博をやろうと思ったら国が手を挙げてもらえな
いと立候補できないんです。というわけで 2015 年
の年末の忘年会で安倍総理、菅官房長官に万博をや
りたいです。国で手を挙げてくださいというお願い
をいたしました。その時に安倍総理、菅官房長官も
堺屋先生から初めて話を聞いた私と同じ感覚でした。
いや松井さんそれはいいけど、今の時代に万博って
いうのは求心力があるかな、人を集められるかな、
成功するかな。今の時代ネットで情報はすぐに誰で
も瞬時に見れるよね。今の時代に合うのかな。万博
っていうのはこれから成長していく途上国が万博の
値打ちっていうのを享受できるんじゃないのと。日
本はこれまで 1970 年大阪万博もやった。2005 年愛
知でもやった。そして今ネットの時代。技術的には
もう世界でトップレベルの国だから、その国で万博
っていうのはマッチするかなというのが安倍総理、
菅官房長官の感覚です。私はお酒を一生懸命注ぎな
がら、何も酔わして了解取ろうとしたんでないです
よ。もうあの時は冬で寒い時期でしたから、みんな
で日本酒を飲んでいました。

■いのち輝く未来社会のデザイン
　私はお酒を注ぎながら 1970 年万博とは違うんで
す。世界の課題を解決する、その技術を作り上げて
いくためにも大阪でやりたいんです。でもなあ今更
なっていう空気はまだまだ払拭されません。その空
気を払拭されたのは、安倍総理が世界の直面する課
題の何に挑戦するんだと言われたんです。私が言っ
たのは、超高齢化社会の課題解決をしていきましょ
うよと申し上げました。超高齢化社会の課題という
のは先進国が全て直面をしてるんです。日本はその
トップランナーでもありますから、その課題ってい
うのは、平均寿命と健康寿命の差をどう埋めていく
かというところなんです。分かりやすく言うと再生
医療というそういうのがその差を埋める非常に大き
なポテンシャル、可能性がある医療であります。再
生医療というと、一番に頭に浮かぶのは iPS細胞
でありまして、その iPS細胞はどこが発祥地？こ
れは山中先生ですよね。これは京大で研究をされて、
大阪在住でノーベル賞を取られた山中先生。その分
野で一番研究が進んで、様々な知見が積み上がって
るエリアがまさにこの大阪・関西なんです。その医
療の分野において、創薬と言う分野においても、江

戸時代から道修町を中心に創薬のメッカが大阪なん
です。そして大阪人のこのホスピタリティ、親切な
人とのお付き合いというのも、これも超高齢化社会
に欠かせない資質であります。ある程度体調が不調
になった時に周りの人に支えられてこそ人生をやっ
ていける、そういう資質っていうのは、私は大阪人
が一番持ってると思いますから。今、海外から大勢
のお客さんが来てるのも大阪のホスピタリティの良
さなんです。大阪の場合は本当に私もそうですけど、
そういう語学力が十分でない。簡単に言うと、英語
を喋れない大阪のおじさん、おばさんでも、外国人
が大阪に来て困ってる時は、その外国人に対して英
語が喋れないから、側にいる学生を捕まえて、あの
人困ってるからあんたやったらしゃべれるやろと。
あの人困ってること聞いてたりやというぐらい親切
な民族でありますから。だから超高齢化社会にも十
分適応するというか乗り越える力のある、そういう
資質があるという話を安倍総理にしました。だから
解決する課題、超高齢化社会の壁を乗り越えていく、
このための技術とサービス、これを万博で世界に広
めていけば、この大阪に新しい産業の柱が日本に新
しい産業の柱ができるでしょうという話をさせてい
ただきました。その瞬間に安倍総理がガラッと目の
色が変わったというか、雰囲気変わったんです。そ
れは松井さん橋下さんそれはやりがいあるよね、や
ってみようかと言われました。菅官房長官は安倍総
理を総理って呼びます。安倍総理は菅さんのことを
菅ちゃんと呼んでいます。年は菅さんの方が上です
けど、議員の期数は先輩なんですね。じゃ菅ちゃん
のところでまとめてよっていうのを安倍総理がおっ
しゃったんです。それでその宴会でしこたま飲んで
ますから、もうフラフラで酔っ払ってたんですけど、
帰り際に菅官房長官からじゃあ年明け1月の初旬に
まずたたき台、大阪でまとめて持って来いと言われ
ました。だから私はすぐに年末、役所も終わりなん
ですけど、府庁の政策企画部に対して安倍総理、菅
官房長官が協力すると言ってくれたから、たたき台
を作れと。年明け初旬に持って来いという話なんで、
みんな正月休み悪いけどちょっとやり取りしながら
簡単なものをまとめてくれっていう話を大阪府庁で
やりまして。それで 10ページほどにまとめたんで
す。それで最初に万博のテーマ、「いのち輝く未来
社会のデザイン」なんですけど、最初のテーマ設定、
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大阪で会議したのは、「健康長寿」これをテーマと
してやっていこうと言うふうにまとめました。
　この健康長寿っていうのがテーマとしてまとめる
と、私は大阪のメディアに嫌われてますから。橋下
さんも嫌われてますけど。だからその健康と長寿と
いうテーマにすると、松井は年寄り万博やるよと。
こんなの若い人は全然集まらんという事を言われま
して。いやそれはたたき台のテーマなんで、若い方々
も順番に年齢積み重ねる中で、彼らは彼らなりに課
題設定は十分持ってるし、何もそれだけやるんじゃ
ないんでね。万博会場で老人ホーム作るわけじゃな
いんですから。世界中の人が参加するんだからいろ
んな各国の伝統だとか文化だとか、そういうものに
も触れられるわけだから。それは今回のたたき台の
テーマは健康長寿だけど、そこから広げていきます
よと言う話をいたしました。
　それで大阪でまとめた資料を官邸に持ち込んで、
菅長官の方から経産省を動かす形を作っていただい
て、今回の万博のテーマである「いのち輝く未来社
会のデザイン」命への向き合い方というのは、世界
各国それぞれ千差万別なんですね。やっぱり先進国
はいろんな形で生活環境整ってますから、先進国が
向き合う課題というのは、やっぱり超高齢化社会な
んですけど、それ以外の国では、そもそも生活環境
がまだまだ整っていない国もあるし。もっと言うと
紛争に巻き込まれている国もあるし。やっぱり命と
いうものに向き合い方っていうのもいろんなパター
ンがあるわけです。
　だから今回の 2025 年大阪・関西万博では、世界
中の人が独自に自分達の国の命、自分達の国の生活
向上、こういうものを各国の文化と共に来場者に触
れてもらう。来場者の皆さんに体験してもらう、そ
ういう形で各国が参加をしてくれました。160強の
国と地域が参加をいただいて、結果は皆さんご承知
の通りです。あれだけ批判をされましたが、ついこ
の間も報道で、ニュースの記事になっておりました
けど、来場者の 9割は万博をやって良かったと満足
したということでポジティブに捉えていただいてお
ります。

■大阪・関西万博の評価
　いよいよ万博が開会をいたしまして、どうなった
か、これは批判とセットで皆さんに知っていただく

のが一番分かりやすいんでね。やる前はこういうこ
とでした。チケット売れない、赤字の責任は誰が、
この赤字の責任で言うと私か吉村さんが赤字責任取
れと言われ続けてきたんです。私は堺屋先生の話も
あったし、開催すれば必ず成功すると。それはそう
です失敗すると思って万博にチャレンジできません。
成功すると思っていました。責任は誰かとこうなる
わけですよ。度重なる建設費の増額。建設費は確か
に上がりました。上がったのはなぜかというと、批
判してた人達みんな言うんです。「人件費をもっと
上げなさい、もっと上げなさい」って言うて。人件
費と資材が上がれば多少上がるのは当然であります。
リングは無駄遣いって。終わってから私のところに
大勢の人が来ていただいて、「松井さんあれだけの
木造建築物は世界どこにもない。あれあのまま残せ」
と。いや無駄遣いって言ってたんじゃないのと。あ
のまま何とか残してくれっていうのをあちらこちら
から言われました。特に大学の先生方からも要望を
受けました。でも、同じ大学のコメンテーターやっ
てる、たまにテレビに出てる人は「あんな無駄遣い
しやがって」って散々言われておりました。でも結
果としては、リングについては仮設で作ってきまし
たし、あのリングだけ残すんなら可能性としてはあ
るんです。あるんですけど、あの土地、大阪市の土
地なんで、今日のテーマにもありますけど、その後、
ベイエリアを活性化するために、あの土地を使って
いかなければならないんです。だから、リングをそ
のまま残しておくと、そのリングがあるエリアって
いうのは、貸したり売ったりできなくなるんです。
それは大阪市民の財産ですから、じゃあそのリング
が建っている土地を誰が責任持つの？と言うことに
なります。だから、リングは後ほどお話しさせても
らいますが、一部残して撤去をいたします。
　「多分行かない・行かないが 87％」。結果として
は 2,800 万人が目標でしたけど、お客さんだけで
2,550 万人が来ていただいております。万博の中で
仕事しているスタッフを合わせますと 2,800 万人超
えてますから、当時の目標はクリアしてる。こうい
う批判があってどうなったかっていうのが次こうい
うことです。満足度 8割で一般来場者数が 2,557 万
人で、私は何が言いたいかっていうと、中で仕事さ
れてる人も含めると 2,900 万人以上ですから、十分
目標クリア。赤字赤字と、今 280 億円を超える黒
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字見込みになってますけど、今も黒字は積み上がっ
てます。皆さんもニュースで見ていただいているよ
うに、あの批判があった「キャラクター気持ち悪い」
「何やあれは」ミャクミャク今まだ売れ続けてます。
終わってるのに売れ続けてまして。私が市長時代に、
大阪市の正面玄関にミャクミャクが寝ているモニュ
メントあれが今あちらこちら大阪を移動しながら万
博のお礼というかね。モニュメントが行った先行っ
た先に大勢の人だかりで、ミャクミャク様と言われ
るようになってますから。もうどうなってんのと。
黒字はどんどん増え続けている今も。ミャクミャク
のグッズの売り上げ 1,200 億円。私も孫とよく行き
ましたから、ミャクミャクグッズの帽子だとか靴下
だとかぬいぐるみ、ちょっと高いんじゃないのと何
度も思いましたけど、それはお高いはずです。
1,200 億も売り上げ上げるんですから。いろんな批
判があったけど、満足度のあるイベントとして私は
非常に大勢の皆さんが評価をされている催しとなっ
たと。

■大阪パビリオン
　大阪パビリオンっていうのは、ヘルスケアパビリ
オン。まさにいのち輝く未来社会のデザイン、再生
医療だとか超高齢化社会の課題に正面から取り組も
うとした、そういうパビリオンなんです。1970 年
万博も 2005 年万博も万博には大企業しか参加でき
なかったんです。今回の 2025 年万博が初めて、大
阪の経済の主役っていうのは中小企業なんですから、
大阪の経済の主役である中小企業の皆さんが独自の
技術を万博で世界中に発信できる、そういう形を作
りました。だから大阪パビリオンには 400 社以上
の大阪で技術力ある中小企業が、展示なり、来てい
ただいた人に商品を体験してもらう、そういう催し
をやったんです。その結果といたしまして、この
400社の中から今 140社が、世界の企業 168社とビ
ジネスの協議がスタートをしています。それを大阪
産業局というのが中心になって、その間に入ってビ
ジネスマッチングをして、中小企業の販路拡大です
よね。これに貢献をしてきたと言うことです。だか
ら、この日本の成長の戦略、経済効果っていうのは、
重要なのは、大阪の場合でいきますと、大阪の技術

力のある企業が取引先を増やしていく、これが一番
重要なポイントですから。これももう実装できるよ
うになってきたってことです。

■ベイエリア
　ベイエリアの一期、二期、三期の、ここの部分こ
れが今の夢洲です。皆さんご存知のように、長年空
き地でした。草ぼうぼうの空き地で、一部物流の倉
庫だとかなんとかありましたけど、もうずっと広い
エリア空き地で放置されていました。ここで一度オ
リンピックをやろうと思って大失敗したままです。
　これは大阪市民の皆さんの税金で埋め立てたんだ
から、空き地にしておくのはもったいないでしょと
言うことで、何らか活用していこうという方針を私
と橋下さんで掲げて、いろんなことに取り組んでき
て、今万博が終わりまして、まず IR約 50 ヘクタ
ールを決定しております。2030 年オープンをいた
します。このエリアが万博跡地と言われてるエリア
です。この万博跡地のこの1番と書いているエリア、
これを今年の春に公募をかける予定です。大阪市が
中心ですけど、大阪市と大阪府で今ここをどういう
ふうに活用していこうかということで、グローバル
エンターテイメント・レクリエーションゾーンと言
うことで、まだどこということと決まったわけでは
ありません。でも圧倒的な賑わい、エンタメの拠点
として、民間の企業が様々なアイデアを今持ち寄っ
てやっていただいているところであります。そうい
う形の中でこのベイエリア約 300 ヘクタールぐら
いあるんですけども。このベイエリアには住民は住
んでいませんから、このベイエリアを圧倒的な賑わ
いのゾーンとしていくことで、大阪に新たな産業の
拠点、特にエンタメ分野の拠点が出来上がって、そ
こに雇用が生まれ、そこで大きな商売ができ、そし
てGDPを引き上げていくと。これがやはり日本経
済を持続可能、持続的に成長させる都市としての役
割を果たせるエリアになるというふうに考えている
ところであります。後ほどの、橋下さんともね、そ
ういうパネルディスカッションでも、この部分につ
いて掘り下げて皆さんに説明をさせていただきたい
と思います。




